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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 
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建
築
物
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に
関
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る
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月
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一 

 



 

｢

建
築
計
画
・
シ
ス
テ
ム
と
も
に
防
災
上
安
全
性
の
高
い
建
物｣

と
言
わ
れ
た
東
京
江
東
区
の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン｢

ス
カ
イ
シ
テ
ィ
南
砂｣
の
二
四
階
か
ら
八
月
二
十
四
日
、
火
災
が
発
生
し
た
。
幸
い
に
も
数
名
の
負
傷
者
と
一

室
の
焼
失
だ
け
で
大
惨
事
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
故
は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
対
策
上

で
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
そ
れ
は
、
①
初
期
消
火
活
動
や
排
煙
設
備
の
作
動
が
遅
れ
た
、
②

百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
防
火
区
画
が
突
破
さ
れ
、
玄
関
や
附
室
の
防
火
扉
が
区
画
と
し
て
機
能
し
な
か
っ
た
、
③
防

火
扉
が
機
能
せ
ず
、
廊
下
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
附
室
に
煙
が
侵
入
し
た
、
④
複
雑
な
建
築
構
造
か
ら
消
防
隊
の
有
効

な
消
火
活
動
が
遅
れ
た
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

自
治
省
消
防
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、
一
一
階
以
上
の
高
層
建
築
物
は
全
国
で
九
、
二
九
八
棟
あ
り
、
う
ち
共
同

住
宅
は
五
、
二
八
八
棟
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
一
一
階
以
上
の
住
都
公
団
の
高
層 

高
層
建
築
物
の
消
防
防
災
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

消
防
審
議
会
は
十
月
二
十
四
日
、
消
防
庁
長
官
に
対
し
、
東
京
都
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
火
災
、
米
国
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
ロ
マ
ブ
リ
ー
タ
地
震
な
ど
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
科
学
消
防
力
や
震
災
対
策
の
強

化
な
ど
に
取
り
組
む
よ
う
意
見
具
申
し
た
。
こ
の
意
見
の
中
で
特
に
、
「
国
に
お
い
て
も
、
消
防
補
助
金
の
拡
充 

 

に
努
め
る
な
ど
、
積
極
的
な
財
政
上
の
支
援
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
高
層
建
築
物
の
増

加
等
に
対
応
す
る
た
め
、
全
国
的
に
整
備
水
準
の
低
い
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
、
化
学
消
防
自
動
車
及
び
救
助
工

作
車
の
増
強
を
図
る
」
、
「
高
層
ビ
ル
火
災
等
で
極
め
て
有
効
で
あ
る
、
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
整
備
と
活
用
を
積 

住
宅
は
全
国
で
九
七
〇
棟
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
一
階
以
上
の
高
層
建
築
物
か
ら
の
出
火
件
数
は
、
八
七
年

の
一
年
間
で
五
〇
〇
件
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。 

今
日
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を
大
規
模
災
害
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
火
災
な
ど
の
危
険
に
さ
ら
し
て
い
る
原
因 

は
、
国
民
の
生
命
と
財
産
に
対
し
て
消
防
防
災
上
の
十
分
な
安
全
性
を
担
保
し
な
い
ま
ま
、
規
制
緩
和
と
大
都
市

集
中
政
策
を
推
し
進
め
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。 

四 

 



 

高
層
建
築
物
の
火
災
な
ど
か
ら
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
抜
本
的
な
消
防
防
災
対
策
は
、
緊
急
を
要

す
る
と
考
え
る
。 

極
的
に
進
め
る
」
こ
と
な
ど
を
提
起
し
て
い
る
。 

一 

消
防
力
の
基
準
と
の
対
比
に
お
け
る
消
防
施
設
等
の
整
備
状
況
は
八
七
年
四
月
一
日
現
在
、
は
し
ご
自
動
車

六
一
・
一
％
、
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
五
六
・
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
高
層
建
築
物
の
増
加
等
に
対
応
す
る

た
め
こ
れ
ら
整
備
の
遅
れ
た
消
防
施
設
の
増
強
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

さ
ら
に
、
リ
ゾ
ー
ト
地
域
で
の
高
層
建
築
物
に
対
す
る
消
防
体
制
が
非
常
に
遅
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
京
都

の
宮
津
・
与
謝
地
方
で
は
、
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
な
か
で
二
〇
階
建
ホ
テ
ル
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
宮 

津
・
与
謝
消
防
事
務
組
合
に
は
は
し
ご
自
動
車
が
一
台
も
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
リ
ゾ
ー
ト
地
域
で
の
早

急
な
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

五 

 



 

四 
｢

ス
カ
イ
シ
テ
ィ
南
砂｣

の
連
結
送
水
管
に
は
常
時
水
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
消
防
車
の
到
着
と
同
時
に
ブ
ー
ス

タ
ー
ポ
ン
プ(

加
圧
送
水
装
置)

で
二
四
階
ま
で
水
を
押
し
上
げ
た
。
送
水
時
間
が
少
な
く
て
す
む
よ
う
に
、
常

時
連
結
送
水
管
に
水
を
入
れ
て
お
く
と
と
も
に
、「
高
さ
七
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
」
の
建
築
物
に
設
置
義
務
化
さ
れ

て
い
る
ブ
ー
ス
タ
ー
ポ
ン
プ
の
設
置
基
準
を
厳
し
く
し
、
高
さ
七
〇
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
で
も
設
置
す
る

よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

三 
｢

ス
カ
イ
シ
テ
ィ
南
砂｣

の
火
災
の
よ
う
に
、
玄
関
扉
や
防
火
扉
が
防
火
区
画
と
し
て
の
信
頼
性
が
低
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
延
焼
遅
延
の
機
能
を
も
っ
た
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
開
発
と
普
及
が
必
要
で
は
な
い
か
。
当

面
、
超
高
層
住
宅
や
高
齢
者
住
宅
な
ど
危
険
性
の
高
い
と
こ
ろ
の
設
置
を
義
務
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

二 
大
規
模
災
害
や
高
層
建
築
物
火
災
な
ど
で
救
助
活
動
に
効
果
を
発
揮
し
た
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
増
設
を
積

極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
超
高
層
建
築
物
に
対
し
て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置
を
法
的

に
義
務
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

六 

 



 

五 
ロ
マ
ブ
リ
ー
タ
地
震
で
は
、
液
状
化
等
に
よ
っ
て
水
道
管
も
破
裂
し
、
地
震
対
策
用
消
防
専
用
消
火
栓
か
ら

水
が
出
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
我
が
国
の
消
火
栓
は｢

つ
な
ぎ
の
部
分
が
不
安｣

と
い
う
消
防
関
係
者
の
指

摘
も
あ
り
、
液
状
化
危
険
地
域
で
の
耐
震
性
防
火
水
槽
の
整
備
も
遅
れ
て
い
る
。
液
状
化
に
耐
え
う
る
よ
う
な

消
火
栓
の
補
強
、
液
状
化
危
険
地
域
で
の
耐
震
性
防
火
水
槽
の
早
急
な
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

六 
｢

ス
カ
イ
シ
テ
ィ
南
砂｣
の
火
災
の
場
合
、
バ
ル
コ
ニ
ー
が
上
階
へ
の
延
焼
防
止
帯
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
ガ
ラ
ス
類
の
落
下
防
止
や
避
難
経
路
と
し
て
の
役
割
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
高

層
住
宅
に
は
、
ス
パ
ン
ド
レ
ル(

腰
壁)
だ
け
の
棟
も
あ
り
、
今
後
高
層
住
宅
で
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
設
置
を
義
務

化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

七 
｢

ス
カ
イ
シ
テ
ィ
南
砂｣

の
火
災
で
は
、
防
火
扉
が
機
能
せ
ず
、
廊
下
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
附
室
に
煙
が
侵
入
し

た
が
、
風
圧
に
は
開
か
ず
、
人
間
の
力
で
は
開
く
と
い
う
よ
う
な
防
火
扉
の
機
能
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。 

七 

 



 

九 

超
高
層
住
宅
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
建
築
構
造
が
複
雑
化
し
、
消
防
消
火
活
動
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
居

住
者
に
対
し
て
、
バ
ル
コ
ニ
ー
に
避
難
の
障
害
に
な
る
物
を
置
か
な
い
な
ど
の
高
層
住
宅
の
構
造
に
相
応
し
た

防
災
の
周
知
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
消
防
署
に
対
し
て
も
、
消
防
隊
が
迅
速
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
、
管
内
の
高
層
建
築
物
に
つ
い
て
立
入
り
調
査
等
を
行
っ
て
、
そ
の
構
造
や
防
火
シ
ス

テ
ム
を
十
分
に
把
握
し
て
お
く
と
と
も
に
、
複
雑
な
高
層
建
築
物
の
消
火
訓
練
を
十
分
に
行
え
る
よ
う
な
施
設

等
を
措
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

八 
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
の｢

災
害
弱
者｣

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら｢

災
害
弱
者｣

世
帯
の
状
況

を
十
分
把
握
し
て
、
緊
急
時
に
備
え
る
と
と
も
に
、
共
同
住
宅
で
は
で
き
る
だ
け
低
層
階
に
入
居
で
き
る
よ
う

指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、｢

災
害
弱
者｣

の
た
め
の
通
報
、
避
難
シ
ス
テ
ム
の
設
備
や
機
器
の
開
発
や

普
及
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

十 

超
高
層
建
築
物
で
は
、
防
災
装
備
も
よ
り
複
雑
化
し
、
防
火
管
理
者
が
高
度
な
専
門
性
や
判
断
力
が
求
め
ら 

八 

 



 

 

九 

れ
る
。
現
行
の
防
火
管
理
者
教
育
や
資
格
制
度
で
は
不
十
分
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
よ
り
高
度
な
専
門
性
を
も

つ
制
度
に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

十
一 

消
防
審
議
会
の
意
見
で
は
「
国
に
お
い
て
も
、
消
防
補
助
金
の
充
実
に
努
め
る
な
ど
、
積
極
的
な
財
政
上

の
支
援
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
消
防
庁
の
予
算
は
、
八
一
年
度
予
算
を
ピ
ー
ク

に
毎
年
度
削
減
さ
れ
、
八
九
年
度
に
は
八
一
年
度
比
で
二
九
・
八
％
減
と
落
ち
込
み
、
最
近
の
災
害
状
況
を
踏

ま
え
た
予
算
に
程
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
大
規
模
災
害
や
都
市
化
に
対
応
で
き
る
消
防
体
制
・
消
防
力
を

早
急
に
整
備
す
る
た
め
、
大
幅
な
予
算
を
確
保
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


